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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年11月4日(2016.11.4)

【公表番号】特表2015-532353(P2015-532353A)
【公表日】平成27年11月9日(2015.11.9)
【年通号数】公開・登録公報2015-069
【出願番号】特願2015-537754(P2015-537754)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/03     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/19     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/43     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   7/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  101/12     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   67/03     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/19     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/43     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/04     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    7/04     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    5/00     ＣＦＤ　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年9月9日(2016.9.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
（式中、
　環Ｂは６員の芳香族環であり、１～３個の環炭素原子は場合によっては窒素又は酸素に
よって置き換えられており、それぞれの窒素は場合によっては酸化されており、環Ｂは、
場合によっては５又は６員のアリール、ヘテロアリール、シクロアルキル、又はヘテロシ
クリルに縮合又は結合していてもよく；
　Ｒ４は、ＯＨ又はＣＯＯＨであり；
　Ｒ５は、アシル、アシルオキシ（例えばアセチルオキシ）、アシルアミノ（例えばアセ
チルアミノ）、アルコキシ、アルケニル、アルキル、アミノ、アリール、アリールオキシ
、カルボキシル、カルボキシルエステル、シクロアルキル、シクロアルキルオキシ、ヒド
ロキシル、ハロ、ハロアルキル、ヘテロアリール、ヘテロアリールオキシ、ヘテロシクリ
ル、又はヘテロシクロオキシであり；
　ｍは、０～４、幾つかの態様においては０～２、幾つかの態様においては０～１であり
；
　ｎは、１～３、幾つかの態様においては１～２である）
において与える一般構造を有していてよく、又はその金属塩であってよい。化合物が金属
塩の形態である場合には、好適な金属対イオンとしては、遷移金属対イオン（例えば、銅
、鉄等）、アルカリ金属対イオン（例えば、カリウム、ナトリウム等）、アルカリ土類金
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属対イオン（例えば、カルシウム、マグネシウム等）、及び／又は典型金属対イオン（例
えばアルミニウム）を挙げることができる。 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８７】
　[0077]本発明のこれら及び他の修正及び変更は、本発明の精神及び範囲から逸脱するこ
となく当業者によって実施することができる。更に、種々の態様の幾つかの形態は、全体
的又は部分的に交換することができることを理解すべきである。更に、当業者であれば、
上記の記載は例示のみのものであり、特許請求の範囲において更に記載されている発明を
限定することは意図しないことを認識するであろう。
　以下に、出願時の特許請求の範囲の記載を示す。

［請求項１］
　液晶ポリマーマトリクス内に分散されているイオン性液体を含み、イオン性液体は約４
００℃又はそれ未満の融点を有し、カチオン種及び対イオンを含む塩であるポリマー組成
物。
［請求項２］
　イオン性液体が組成物の約０．１重量％～約１０重量％を構成する、請求項１に記載の
ポリマー組成物。
［請求項３］
　液晶ポリマーが組成物の約２５重量％～約９５重量％を構成する、請求項１又は２に記
載のポリマー組成物。
［請求項４］
　液晶ポリマーマトリクスが、芳香族ジカルボン酸繰り返し単位、芳香族ヒドロキシカル
ボン酸繰り返し単位、芳香族ジオール繰り返し単位、又はこれらの組み合わせを含むポリ
マーから形成される、請求項１～３のいずれかに記載のポリマー組成物。
［請求項５］
　カチオン種が第４級オニウムである、請求項１～４のいずれかに記載のポリマー組成物
。
［請求項６］
　第４級オニウムが、式Ｎ＋Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４（式中、Ｒ１、Ｒ２、及び／又はＲ３は、
独立してＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｒ４は水素又はＣ１～Ｃ４アルキル基である）の構
造を有するアンモニウム化合物である、請求項５に記載のポリマー組成物。
［請求項７］
　アンモニウム化合物がトリ－ブチルメチルアンモニウムである、請求項６に記載のポリ
マー組成物。
［請求項８］
　対イオンが、ハロゲン、スルフェート、スルホネート、スルホスクシネート、アミド、
イミド、ボレート、ホスフェート、ホスフィネート、アンチモネート、アルミネート、脂
肪酸カルボキシレート、シアネート、アセテート、又はこれらの組み合わせである、請求
項１～７のいずれかに記載のポリマー組成物。
［請求項９］
　イミドが、ビス（ペンタフルオロエチルスルホニル）イミド、ビス（トリフルオロメチ
ルスルホニル）イミド、又はビス（トリフルオロメチル）イミドである、請求項８に記載
のポリマー組成物。
［請求項１０］
　炭素繊維、黒鉛、カーボンブラック、又はこれらの組み合わせを更に含む、請求項１～
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９のいずれかに記載のポリマー組成物。
［請求項１１］
　無機繊維を更に含む、請求項１～１０のいずれかに記載のポリマー組成物。
［請求項１２］
　無機繊維が珪灰石繊維を含む、請求項１１に記載のポリマー組成物。
［請求項１３］
　無機繊維が、約１～約２００マイクロメートルの体積平均長さ、及び約１～約３５マイ
クロメートルの公称径を有する、請求項１１又は１２に記載のポリマー組成物。
［請求項１４］
　官能性芳香族化合物を更に含む、請求項１～１３のいずれかに記載のポリマー組成物。
［請求項１５］
　水和物を含む非芳香族官能性化合物を更に含む、請求項１～１４のいずれかに記載のポ
リマー組成物。
［請求項１６］
　組成物が、ＩＳＯ試験Ｎｏ．１１４４３にしたがって１０００秒－１の剪断速度及び組
成物の融点よりも１５℃高い温度において測定して約０．１～約８０Ｐａ・秒の溶融粘度
を有する、請求項１～１５のいずれかに記載のポリマー組成物。
［請求項１７］
　ポリマー組成物を含む成形部品であって、ポリマー組成物が、液晶ポリマーマトリクス
内に分散されているイオン性液体を含み、成型部品が、ＩＥＣ－６００９３にしたがって
測定して約１×１０１５オーム又はそれ未満の表面抵抗率を示す、成形部品。
［請求項１８］
　ＩＥＣ－６００９３にしたがって測定して、１×１０１１～約１×１０１３オームの表
面抵抗率、及び／又は約１×１０１５オーム・ｍ又はそれ未満の体積抵抗率を示す、請求
項１７に記載の成形部品。
［請求項１９］
　その上にレンズバレルが実装されている概して平面状のベースを含む、コンパクトカメ
ラモジュールであって、ベース、バレル、又は両方は、約５００マイクロメートル又はそ
れ未満の厚さを有し、そして液晶ポリマーマトリクスを含むポリマー組成物を含む部品か
ら形成されており、部品はＩＥＣ－６００９３にしたがって測定して約１×１０１５オー
ム又はそれ未満の表面抵抗率を示す、コンパクトカメラモジュール。
［請求項２０］
　イオン性液体が液晶ポリマーマトリクス内に分散されている、請求項１９に記載のコン
パクトカメラモジュール。 
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